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1．施工概要 

那覇港沈埋函製作工事では、全ての沈埋函の構造に

「鋼コンクリート合成構造（フルサンドイッチ構造）」

が採用されており、鋼殻内にコンクリートを確実に充填

させるため、高流動コンクリートが適用されている。 

今回製作した沈埋函 7 号函体（図-1 参照）は最終函

体で、外寸法は H8,700×B36,720×L921,700mm、鋼殻総

重量は 2,794t である。鋼殻内へ充填する高流動コンク

リートの総量は 10,008m3、使用したプラントは計 4プラ

ントであり、一回の打設で 2 プラントを使用した。各プ

ラントの高流動コンクリートの基本配合を表-1に示す。

本工事の打設では GPS を利用した施工管理システムを

運用したので、その施工結果について報告する。  

2．GPS を利用した施工管理システム 

本工事の高流動コンクリート打設は、これまでの函

体製作に比較して 1）、暑中期を含む 5月～7 月の施工で

あったことから、プラント出荷時から現場到着時まで

のコンクリートの性状変化を考慮し、適切な品質のコ

ンクリートを可使時間以内（練上りから 90 分以内）に

確実に打設する必要があった。 

そのため、GPS による生コン車の位置把握が可能な

運行管理システムと、複数の工場および現場の品質管

理データを共有することが可能な品質管理システムを

併せ持った施工管理システムを

採用した（図-2 参照）。同シス

テムは、生コン車の地図上の位

置情報を示し、また、生コン車

運転者によるボタン操作によっ

て、「運行中」「現着」「荷卸開

始」「荷卸終了」の生コン車の各

状態を色別で明確に示すことが

できる（運行管理ツール；図-3

参照）。さらに、品質管理試験結
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A 204 26 464 379 759 0.115 1.125 0.0035

B 194 36 420 420 756 0.115 1.150 0.0035

C 202 28 505 336 756 0.115 1.100 0.0010
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VA：増粘剤 SP：高性能 AE 減水剤 

AE：空気量調整剤 P：C＋Ls＋75μ以下骨材 
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図-1 7 号函体沈埋函係留状況 

図-2 施工管理システムの概要図
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果をリアルタイムで表示することができる（品質管

理ツール；表-2 参照）。 

このシステムは、無線や携帯電話による繁雑な連

絡を必要とせずに、画面上で生コン車の位置や状況

及びコンクリートの品質管理試験結果を把握出来る

ので、より的確な運行管理、品質管理が可能である。 

効果を示す具体的例として、図-4に荷卸し時に行

ったスランプフロー試験結果の全度数分布を、図-5

にプラント C における練上りから打設終了までに要

した時間の全度数分布を示す。図-4 に示すように、

荷卸し時のスランプフロー試験結果は、規格 65±5cm に対し、標本数 626 について平均値 66.4cm、標準偏差

2.0cm であり、良好な管理結果であった。また、図-5 より、練上りから打設終了までの管理値 90 分に対し、

標本数 614 について平均値が 36.0 分、標準偏差 11 分で、打設終了時間のほとんどが 25～50 分の間にあるこ

とが分かる。これは今回のシステムにより、出荷から打設完了までの運行管理及び品質管理の精度が向上した

ことを示すものといえる。 

3．まとめ 

GPS を利用した施工管理システムを本工事に採用したことにより、工場での製造速度の調整やコンクリート

出荷量及び品質管理試験結果の把握、アジテータ車使用台数の調整など、効率的な運行・品質管理を行い、そ

の結果、試験不合格のコンクリートゼロ、全台数の可使時間内打設を達成することができた。 
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図-3 運行管理画面 

表-2 品質管理データシートの一例 

図-4 荷卸し時のスランプフロー

図-5 打設終了までの経過時間 
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